


布忍山永興寺略縁起
爰 (こゝ)に河内国羽喰庄 (かハちのくにはぐいのしやう)布 (ぬの)忍 (せ)村 (むら)永 (ゑう)興寺 (こうじ)ハ、人王七十三代堀川院 (ほりかハのゐん)
の御門 (ミかど)の御 (ご)願 (ぐわん)永 (ゑう)興 (こう)律師 (りつし)の開基 (かいき)なり、律師紀州牟婁 (りつしきしうむろの)郡 (こほり)
にましましける、其元 (そのもと)を尋 (たづぬ)れバ極楽 (ごくらく)世界 (せかい)にいますといへども、
跡 (あと)を語 (かた)れバ日域 (じちいき)橘 (たちバな)氏 (うぢ)に生 (しゃう)を受 (うけ)玉ひ、いとけなきより釈門 (しやくもん)
に入長 (ひと)となり、熊野 (くまの)山にかくれわづかなる柴 (しば)の菴 (いほり)を結 (むす)び、妙法 (めうはう)
蓮 (れん)花 (げ)観 (くわん)智 (ち)の法 (はう)を修 (しゆ)し給 (たま)ふて月を送 (おく)り年 (とし)をむかへ持 (ぢ)念 (ねん)ま
しくけれバ、やがて悉地 (しつじ)の相 (さう)顕 (あらハ)れ六根 (こん)清浄 (しようじやう)を得 (ゑ)給ひけり、
其 (その)時 (とき)随身 (ずいしん)の比丘 (びく)あり、戒 (かい)行 (げう)清 (せい)白 (はく)に常 (つね)に法 (ほつ)花 (け)読誦 (どくじゆ)を柔 (わさ)
とし給ひける、或 (ある)時 (とき)律師 (りつし)にいへらく、吾 (われ)に救 (く)世 (せ)の願 (ぐハん)あり、願 (ねがハ)く
【改丁】
ハ済度 (さいど)利生 (りしやう)のため諸国 (しよこく)行脚 (あんぎや)を思 (おも)ひ立 (たゝ)んと、暇 (いとま)を乞 (こひ)
得 (ゑ)て別 (わか)れける、其 (その)後 (ゝち)二年 (ふたとせ)余 (あま)りを過 (すぎ)熊野 (くまの)山の杣 (そま)人 (びと)山にいり
薪 (たきゞ)をこるに、深山 (じんざん)幽谷 (ゆうこく)の間に誦 (じゆ)経 (きやう)の聲 (こえ)有 (あり)、奇異 (きい)の思 (おも)ひをなし
尋 (たづぬ)るに其所 (そのところ)をしらず、或 (ある)庵 (いほり)に至 (いたる)に律師 (りつし)有 (あり)故 (ゆへ)をかたる、師 (し)
是 (これ)を尋 (たづね)求 (もとむ)るに一の骸骨 (がいこつ)有 (あり)舌 (した)猶 (なを)壊 (ゑ)せず法華 (ほつけ)を読誦 (どくじゆ)せり、
其側 (そのかたハら)に法 (ほつ)花 (け)一部 (ぶ)・水瓶 (すいびやう)一器 (き)有 (あり)、師 (し)感涙 (かんるい)を流 (なが)して申さく、是 (これ)弟 (で)
子 (し)の枯 (こ)骨 (こつ)なるべ (べ)し、此 (この)経 (きやう)日来 (ひごろ)弟子 (でし)の持 (ぢ)経 (きやう)にて出山 (しゆつさん)せし
砌 (ミぎり)も携 (たづさへ)けるとて菴 (いほり)に帰 (かへり)給ふ、其 (その)後 (ゝち)三歳 (ミとせ)余 (あま)りの読誦 (どくじゆ)の聲 (こえ)絶 (たへ)
ずといへり、一日 (あるひ)律師 (りつし)壇上 (だんじやう)にておぼえずまどろミけるに、かの弟子 (でし)
来 (きた)り告 (つげ)ていへらく、我 (われ)生国 (しやうこく)河内羽喰 (はぐひ)の者也 (ものなり)、出家 (しゆつけ)せし時 (とき)に
【改丁】
法 (ほつ)花 (け)一万部 (まんぶ)を誦 (じゆ)ぜん願望 (ぐわんまう)有 (あり)と雖 (いへ)ども命限 (いのちかぎ)り有望 (ありのぞミ)をみ
たず、よつて死後 (しご)も舌 (した)猶 (なを)壊 (ゑ)せず法 (ほつ)花 (け)を誦 (じゆ)ずる事 (こと)已 (すで)に三 (ミ)
年 (とせ)、こゝに願望 (くわんまう)成就 (じやうじゆ)せり、希 (こひねがハく)ハ遺骨 (ゆいこつ)を拾 (ひろ)ひとつて故郷 (こきやう)の
舊 (きゅう)跡 (せき)にうつし一宇 (う)の梵 (ほん)舎 (しや)を建立 (こんりう)し給 (たま)へ、其 (その)時 (とき)一の瑞 (ずい)現 (げん)有 (ある)
へ (べ)しと、依 (よつ)て師 (し)霊 (れい)夢 (む)に任 (まか)せかの枯 (こ)骨 (こつ)を拾 (ひろ)ひあつめ、
河内羽喰庄 (はぐひのしやう)にいたりこゝかしことし給 (たま)ふに、総角 (さうかく)の童 (どう)子 (じ)妙 (めう)相 (さう)
端 (たん)厳光 (ごんくハう)耀赫奕 (ようかくやく)として奇 (き)香 (こう)四方 (よも)に薫 (くん)じ、其姿 (そのすがた)甚 (はなハだ)怪 (あや)しく
尋常 (よのつね)の人にあらず、白 (しろ)き布 (ぬの)を面 (おもて)に垂 (たれ)人に忍 (しの)ぶ風情 (こゝち)にて、忽 (こつ)
然 (ぜん)と化 (げ)現 (げん)し告 (つげ)いへらく、汝 (なんぢ)か行 (ぎやう)不可思議 (しぎ)也 (なり)、我 (わが)道 (ミち)の永 (なが)く興 (こう)然 (ぜん)た
らむ事 (こと)ハ偏 (ひとへ)に汝 (なんぢ)か力 (ちから)によれり、今 (いま)ひとつの浄刹 (じやうせつ)を求 (もとむ)るに
【改丁】
扶桑 (ふさう)の内 (うち)こゝに越 (こえ)たる地 (ち)なし、側 (すなハち)吾 (われ)幾度 (いくたひ)か教法 (けうばう)弘 (ぐ)通せし霊 (れい)
場也 (ぢやうなり)、善哉 (よひかな)、此 (こゝ)に伽藍 (がらん)を建立 (こんりう)せよという、師 (し)彼 (かの)わらハに向 (むか)ひ給 (たま)ひ
て、童子 (どうじ)ハ如何 (いか)なる人におはしますやと問給 (とひたま)へバ、我 (われ)ハ是 (これ)南方 (なんぼう)
無垢 (むく)の主也 (あるじなり)、汝 (なんぢ)しらずや、早 (はや)く大精舎 (しやうじや)を造立 (こんりう)し吾像 (わがかたち)を安置 (あんぢ)
せよ、国家 (こくか)を鎮護 (ちんご)し利生 (りしやう)の縁 (ゑん)三会 (ゑ)の朝 (あした)に至 (いたら)んと告 (つげ)、相好 (さうごう)を
あらはし忽然 (こつぜん)と消 (けす)がごとく失 (うせ)にけり、律師 (りつし)即 (すなハち)此 (この)よしを奏聞 (そうもん)し
給 (たま)ひける、御門 (ミかど)御感 (ぎよかん)なゝめらす遂 (つゐ)に寛 (かん)治 (ぢ)三年五月より草 (さう)
創 (さう)し玉ひける、人王七十三代堀川院 (ほりかハのゐん)の御宇 (ぎよう)なり、金堂 (こんどう)ハ告 (つげ)に
任 (まか)せ観世音 (くわんぜおん)菩薩 (ぼさつ)を安置 (あんち)し給 (たま)ひ、其下 (そのした)に彼 (かの)枯 (こ)骨 (こつ)を納 (おさ)め給 (たま)ふ、今 (いま)
の本 (ほん)堂 (どう)其 (その)墓 (き)趾 (し)也 (なり)、西 (にし)に五重 (ごぢう)の塔 (とう)を立 (たて)て、東 (ひがし)に醫 (い)王 (わう)善逝 (ぜんぜい)の宝殿 (ほうでん)
【改丁】
を構 (かま)へ、北 (きた)に牛頭 (ごづ)天王の神社 (じんじや)甍 (いらか)をならべ、其外 (そのほか)仏殿 (ぶつでん)・経蔵 (きやうざう)・僧坊 (そうばう)・
鐘樓 (しゆろう)・仁王門・廻樓 (くわいろう)・食堂 (じきどう)・浴室 (よくしつ)等 (とう)の經営 (けいゑい)已 (すで)に成 (なつ)って其 (その)上 (うえ)領 (りう)田 (でん)を
賜 (たま)ひ、つゐに国土 (こくど)の守 (まもり)の御寺 (ミてら)となりにける、彼 (かの)童子 (どうじ)白 (しろ)き布 (ぬの)を以て
面 (おもて)に垂 (たれ)人を忍 (しの)び化 (け)現 (げん)し給 (たま)ふ、其姿 (すがた)を表 (ひやう)し後 (のち)の (の)代 (よ)まで傳 (つた)へし
めむために此寺 (このてら)を名附 (なつけ)て布 (ぬの)忍寺 (せでら)と賜 (たま)ひけり、それより山を
田 (た)にし苑 (その)を里 (さと)としてつゐに布 (ぬの)忍村 (せむら)となづけ今 (いま)ハ七里 (さと)となりぬ、
往 (その)昔 (かミ)ハいくそばくの坊院 (ばうゐん)ありと雖 (いへ)ども、或 (あるひ)ハ他 (た)に移 (うつ)し、或 (あるひ)ハほろび、舊 (きう)
跡 (せき)のミにして今 (いま)ハ唯 (たゞ)二、三の坊 (ばう)院 (ゐん)残 (のこ)りけり、又人王九十代後 (ご)宇 (う)多 (だ)院 (ゐんの)
御 (ぎよ)宇 (う)弘安 (こうあん)年中 (ねんぢう)の頃 (ころ)、興 (こう)正 (さう)菩薩 (ぼさつ)伽藍 (がらん)中興 (ちうこう)し給 (たま)ひ秘密 (ひミつ)戒 (かい)行 (ぎやう)執 (とり)
行 (おこな)へり、然 (しかれ)れども兵火 (ひようくハ)のためにほろぶ、こゝに草 (さう)創 (さう)せしより幾 (いく)千 (ち)
【改丁】
年 (とせ)の春秋 (はるあき)を向 (むか)ひ、伽藍 (がらん)幾度 (いくたび)かかゝる興廃 (こうはい)に及 (およ)ぶと雖 (いへ)ども、観 (くわん)
世音 (ぜおん)菩薩 (ぼさつ)の尊像 (そんざう)今 (いま)の代 (よ)までましまし給 (たま)ふ事 (こと)感涙 (かんるい)肝 (きも)に
銘 (めい)じ有 (あり)難 (がたき)御事也、粤 (こゝ)に先師 (せんし)広山 (くわうざん)比丘 (びく)此 (この)霊場 (れいじやう)なるを聞 (きゝ)て
錫 (しやく)を此地 (このち)に留 (とゞ)め給 (たま)ひ、一宇 (う)の堂 (だう)を再興 (さいこう)し彼 (かの)大士 (じ)の尊像 (そんざう)を
安置 (あんぢ)し奉 (たてまつ)り、次 (つひ)で宝蔵 (ほうざう)・客 (きやく)殿 (でん)・方丈 (ほうじやう)・僧坊 (そうばう)・食堂 (じきどう)・鐘樓 (しやうろう)・浴室 (よくしつ)・
門 (もん)等 (とう)を建立 (こんりう)し給 (たま)ひて、天下 (てんか)国家 (こくか)の祈 (いの)り今 (いま)にをこたりなし、彼 (かの)
童子 (どうじ)といヘるハ是 (これ)南方 (なんぽう)無垢 (むく)の教主 (けうしゆ)なれバ、則 (すなハち)観世音菩薩 (くわんぜおんぼさつ)也 (なり)、永 (ゑう)興 (こう)
律師 (りつし)といへるも只 (たゞ)人に非 (あら)ず、極楽 (ごくらく)浄土 (じやうど)の阿弥陀仏 (あミだぶつ)なれども、衆生 (しゆじやう)済度 (さいど)の方 (ほう)
便 (べん)に凡夫 (ぼんぶ)に示 (じ)同 (どう)し給ふ也、爰 (こゝ)に人王八十六代四 (し)條 (じやうの)院 (ゐん)御 (ぎよ)宇 (う)文暦 (ぶんれき)元年
の冬 (ふゆ)住 (ぢう)持 (ぢ)聖 (しやう)舜 (しゆん)の時 (とき)に、平家 (へいけ)より寄 (き)附 (ふ)せられし鐘 (かね)今 (いま)ハ堺 (さかい)の某と
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いへる寺 (てら)にぞ有 (あり)にけり、其 (その)銘 (めい)に河内国布 (ぬの)忍寺 (せでら)と有 (あり)ける、其外 (そのほか)旧記 (きうき)を
見 (ミ)るに四百年以 (い)前迄 (ぜんまで)ハ布 (ぬの)忍寺 (せでら)とのミいひけり、然 (しか)れども吾 (わが)道 (ミち)の永 (なが)く
興 (こう)然 (ぜん)たらむといへる其 (その)詞 (ことハ)にちなミ、又ハ永 (ゑい)興 (こう)律師 (りつし)の草創 (さうさう)せし故 (ゆへ)にか、
末代 (すへのよ)より或 (あるひ)ハ永 (ゑう)興 (こう)寺 (じ)ともよび侍 (はべ)る、律師 (りつし)の墓 (はか)今 (いま)ひ牟婁 (むろの)郡 (こほり)に有 (あり)経 (きやう)墳 (づか)と
いひ傳 (つた)ふ、傳 (でん)ハ本朝 (ほんてう)法 (ほつ)花 (け)傳元 (てんげん)亨 (こう)尺書 (しやくしよ)に出 (いだ)せる、又布 (ふ)忍山 (にんざん)といへる謡 (うたひ)世に
流布 (るふ)せり、吁 (あゝ)実 (まこと)に古 (いに)しへにも傳 (つた)へ聞 (きか)ざりし有 (あり)難 (がたき)霊場 (れいじやう)、言 (こと)の葉 (は)を以ても
述 (のべ)がたく、筆 (ふで)にも尽 (つく)しがたしといへども、はしぐ拾 (ひろひ)て猶 (なを)後 (のち)の代迄 (よまで)も傳 (つた)て
あふかしめむためと云事示 (いふことしる)也、時に元文のニとせ南呂 (（８月）)の七日頃、河内の国布忍の里永興寺の方丈にしてこれをしるす、委ハ本縁起に有り　今略して是を記す




